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２０１１年３月期第２四半期連結損益概要
億円

（注）３月期決算会社は７～９月の業績、１２月期決算会社は４～６月の業績を連結

（10/3 2Q） → （11/3 2Q） （10/3 2Q累計） → （11/3 2Q累計）

為替レート ＜円／US$＞ 期中平均 ： ９３．７ → ８５．９ ９５．５ → ８９．０

期末 ： ９０．２ → ８３．８

＜円／ユーロ＞ 期中平均 ： １３３．７ → １１０．７ １３３．２ → １１３．８

期末 ： １３１．７ → １１４．２

原油価格 ＜US$／バレル＞

（DUBAI FOB） 期中平均 ： ６７．９ → ７３．９ ６３．５ → ７６．０

売 上 高 3,393 3,830 +438 (+12.9%) 6,179 7,334 +1,154 (+18.7%)

売 上 原 価 2,803 3,040 +236 (+8.4%) 5,116 5,869 +753 (+14.7%)

売 上 総 利 益 589 791 +201 (+34.1%) 1,063 1,465 +402 (+37.8%)

（ 売 上 高 総 利 益 率 ） 17.4% 20.6% +3.3 ポイント 17.2% 20.0% +2.8 ポイント

販 売 費 及 び
一 般 管 理 費 511 527 +17 (+3.3%) 1,008 1,040 +31 (+3.1%)

（ 売 上 高 販 管 費 比 率 ） 15.0% 13.8% -1.3 ポイント 16.3% 14.2% -2.1 ポイント

営 業 利 益 79 263 +184 (+233.9%) 55 425 +370 (+674.1%)

（ 売 上 高 営 業 利 益 率 ） 2.3% 6.9% +4.5 ポイント 0.9% 5.8% +4.9 ポイント

営 業 外 収 支 ▲ 30 ▲ 4 +26 ▲ 82 ▲ 21 +61

経 常 損 益 49 259 +210 (+427.5%) ▲ 27 405 +431 ( - )

特 別 損 益 ▲ 24 ▲ 12 +11 ▲ 50 ▲ 45 +5

税 前 損 益 25 247 +222 (+871.6%) ▲ 77 359 +436 ( - )

四 半 期 純 損 益 11 163 +152 ( - ) ▲ 63 249 +312 ( - )

１０年３月期
第２四半期累計

（４～９月）

１１年３月期
第２四半期累計

（４～９月）
増減

１０年３月期
第２四半期
（７～９月）

１１年３月期
第２四半期
（７～９月）

増減
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営業外収支

億円

注）収益はプラス、費用はマイナス（▲）で表示

１０年３月期
第２四半期
（７～９月）

１１年３月期
第２四半期
（７～９月）

増減
１０年３月期

第２四半期累計
（４～９月）

１１年３月期
第２四半期累計

（４～９月）
増減

営業外収益 25 30 +5 36 78 +42

受取利息及び配当金 3 2 -0 13 14 +1

持分法による投資利益 9 20 +11 2 42 +40

雑収入 13 7 -6 21 23 +1

営業外費用 ▲ 54 ▲ 34 +21 ▲ 118 ▲ 99 +19

支払利息 ▲ 25 ▲ 17 +8 ▲ 49 ▲ 34 +15

雑損失 ▲ 30 ▲ 17 +13 ▲ 68 ▲ 65 +4

営業外収支 ▲ 30 ▲ 4 +26 ▲ 82 ▲ 21 +61

金融収支 ▲ 22 ▲ 14 +8 ▲ 37 ▲ 20 +16
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特別損益

億円

注）収益はプラス、費用はマイナス（▲）で表示

１０年３月期
第２四半期
（７～９月）

１１年３月期
第２四半期
（７～９月）

増減
１０年３月期

第２四半期累計
（４～９月）

１１年３月期
第２四半期累計

（４～９月）
増減

特別利益 1 3 +1 2 19 +17
有形固定資産売却益 1 3 +2 2 3 +2

投資有価証券売却益 0 - -0 0 16 +15
特別損失 ▲ 25 ▲ 15 +10 ▲ 52 ▲ 64 -12

有形固定資産処分損 ▲ 11 ▲ 11 -0 ▲ 16 ▲ 17 -1

減損損失 ▲ 8 - +8 ▲ 8 - +8

投資有価証券評価損 ▲ 1 ▲ 2 -1 ▲ 21 ▲ 30 -9
資産除去債務会計基準の適
用に伴う影響額 - - - - ▲ 14 -14

その他 ▲ 6 ▲ 2 +4 ▲ 7 ▲ 2 +5

▲ 24 ▲ 12 +11 ▲ 50 ▲ 45 +5ネット特別損益
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資産・負債・純資産、フリー・キャッシュ・フロー
億円

億円＜フリー・キャッシュ・フローの状況＞

１０年３月期
第２四半期累計

（４～９月）

１１年３月期
第２四半期累計

（４～９月）

営　業　活　動 272 312 +40

投　資　活　動 ▲352 ▲197 +155

ﾌﾘｰ・ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ ▲80 114 +195

増減

１０年３月末 １０年９月末 増減

資産合計 15,568 15,529 -39
流動資産 6,405 6,846 +442
有形固定資産 5,803 5,431 -373
無形固定資産 104 98 -6
投資その他 3,256 3,154 -102

１０年３月末 １０年９月末 増減

10,386 9,376 -1,010
流動負債 5,140 4,474 -666
固定負債 5,246 4,903 -344

5,182 6,152 +970

6,322 5,274 -1,048

1.34 0.93 -0.41Ｄ／Ｅレシオ

純資産合計

負債合計

有利子負債残高
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億円

設備投資額・減価償却費・研究開発費

億円

主な設備投資：

＜海外＞

ＴＢＭＣ (Toray BlueStar Membrane Co., Ltd.) ：水処理膜設備（中国）

ＴＡＫ (Toray Advanced Materials Korea Inc.) ：光学用ポリエステル(PET)フィルム設備（韓国）

１０年３月期
第２四半期累計

（４～９月）

１１年３月期
第２四半期累計

（４～９月）
増減 特記事項

249 202 -47 東レ：43、国内：25、海外：134

368 344 -24 東レ：172、国内：45、海外：127

109 ▲ 231 -340

▲ 9 ▲ 373

設備投資額

減価償却費　　　　　－）

振替・除却等

有形固定資産増減

研究開発費

１０年３月期
第２四半期累計

（４～９月）

１１年３月期
第２四半期累計

（４～９月）
増減

東レ単体 183 182 - 1

連結子会社 46 48 +2

連結ベース 229 230 +1
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セグメント別売上高・営業利益
億円

２０１１年３月期から、マネジメント・アプローチに基づきセグメント開示内容を変更しています。
２０１０年３月期の数値につきましても、変更後のセグメントに組み替えて表示しています。

１０年３月期
第２四半期
（７～９月）

１１年３月期
第２四半期
（７～９月）

１０年３月期
第２四半期
（７～９月）

１１年３月期
第２四半期
（７～９月）

繊維 1,330 1,456 +125 (+9.4%) 26 78 +52 (+199.6%)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 830 924 +94 (+11.3%) 32 66 +34 (+105.1%)

情報通信材料・機器 571 726 +155 (+27.1%) 51 130 +79 (+155.9%)

炭素繊維複合材料 110 162 +52 (+46.8%) ▲ 7 13 +20 ( - )

環境・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 396 389 -7 (-1.8%) 12 ▲ 8 -20 ( - )

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 119 137 +19 (+15.6%) 6 22 +16 (+259.6%)

その他 37 37 +0 (+0.5%) 1 3 +2 (+385.9%)

計 3,393 3,830 +438 (+12.9%) 120 303 +183 (+152.4%)

調整額 ▲ 41 ▲ 40 +1

連結 3,393 3,830 +438 (+12.9%) 79 263 +184 (+233.9%)

売上高 営業利益

増減 増減

１０年３月期
第２四半期累計

（４～９月）

１１年３月期
第２四半期累計

（４～９月）

１０年３月期
第２四半期累計

（４～９月）

１１年３月期
第２四半期累計

（４～９月）

繊維 2,451 2,731 +280 (+11.4%) 28 136 +108 (+392.5%)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 1,537 1,865 +328 (+21.3%) 36 121 +85 (+238.7%)

情報通信材料・機器 1,073 1,362 +289 (+26.9%) 74 213 +139 (+186.9%)

炭素繊維複合材料 210 319 +109 (+51.9%) ▲ 10 12 +23 ( - )

環境・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 618 735 +117 (+18.9%) ▲ 3 ▲ 15 -12 ( - )

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 223 255 +32 (+14.2%) 6 33 +28 (+500.7%)

その他 67 68 +1 (+0.9%) 1 4 +3 (+174.5%)

計 6,179 7,334 +1,154 (+18.7%) 131 504 +373 (+285.3%)

調整額 ▲ 76 ▲ 78 -3

連結 6,179 7,334 +1,154 (+18.7%) 55 425 +370 (+674.1%)

売上高 営業利益

増減 増減
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セグメント別業績（繊維）

２Ｑ累計
（４～９月）

増収増益

国内では産業用途がエアバッグ向け等の自動車関連用途に加え、一般資材用途でも堅調に推移し、
衣料用途でも販売数量が拡大。海外では、韓国・中国の紙おむつ向けPP不織布事業や、タイや
チェコのエアバッグ向け原糸・基布事業、中国のテキスタイル事業をはじめ、各用途とも堅調に推移。

（億円）

売上高
＜棒グラフ＞

営業利益
＜線グラフ＞単位：億円

２Ｑ(７～９月) ２Ｑ累計(４～９月)
１０年
３月期

１１年
３月期

増減
１０年
３月期

１１年
３月期

増減

東レ 224 258 +34 (+15.1%) 431 502 +71 (+16.5%)

国内 698 727 +30 (+4.2%) 1,274 1,346 +72 (+5.7%)

海外 409 471 +62 (+15.2%) 746 882 +136 (+18.3%)

計 1,330 1,456 +125 (+9.4%) 2,451 2,731 +280 (+11.4%)

東レ ▲ 8 22 +30 ( - ) ▲ 15 48 +63 ( - )

国内 18 17 -1 (-7.6%) 25 28 +3 (+13.3%)

海外 17 42 +24 (+140.3%) 16 69 +53 (+329.6%)

修正 ▲ 2 ▲ 3 -1 2 ▲ 9 -11
計 26 78 +52 (+199.6%) 28 136 +108 (+392.5%)

売
上
高

営
業
利
益

東 レ ：

国内子会社：

海外子会社：

全般的に堅調に推移するも、商事子会社が円高の影響を受けた。

１Ｑに引き続き、産業用途は、エアバッグ向け等の自動車関連用途に加え、一般資材用途も堅調
に推移。衣料用途は、需要増に伴い販売数量が拡大。

２Ｑ（７～９月） 増収増益

韓国・中国の紙おむつ向けPP不織布事業やタイやチェコのエアバッグ向け原糸・基布事業、中国
の縫製品事業をはじめ、産業用途・衣料用途とも総じて堅調に推移。
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セグメント別業績（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ）

増収増益

樹脂事業では、エコカー補助金による自動車販売増加や、猛暑による家電製品の販売増等によ
る需要回復が継続。フィルム事業では、国内外で、太陽電池用途、ハイブリッドカー向けコンデン
サー用途、包装材料用途等の工業材料分野全般で販売が堅調に推移。

２Ｑ累計
（４～９月）

（億円）

売上高
＜棒グラフ＞

営業利益
＜線グラフ＞

２Ｑ（７～９月） 増収増益

東 レ ：

国内子会社：

海外子会社：

樹脂事業は、自動車用途、家電用途を中心に販売数量が拡大。フィルム事業では、太陽電池
バックシート用途をはじめとした工業材料用途が堅調に推移。

円高の影響を受けるも、製造子会社、商事子会社ともに、総じて堅調に推移。

フィルム子会社が各社とも販売量を拡大。マレーシアの樹脂子会社は家電用途を中心に堅調
に推移。

単位：億円
２Ｑ(７～９月) ２Ｑ累計(４～９月)

１０年
３月期

１１年
３月期

増減
１０年
３月期

１１年
３月期

増減

東レ 158 172 +15 (+9.3%) 300 354 +54 (+17.9%)

国内 323 320 -3 (-0.8%) 622 680 +58 (+9.3%)

海外 349 431 +82 (+23.5%) 615 832 +216 (+35.2%)

計 830 924 +94 (+11.3%) 1,537 1,865 +328 (+21.3%)

東レ 7 12 +5 (+81.9%) ▲ 10 25 +35 ( - )

国内 13 18 +5 (+34.9%) 23 40 +18 (+78.0%)

海外 11 35 +24 (+216.9%) 22 56 +35 (+160.4%)

修正 1 1 -0 1 ▲ 1 -2
計 32 66 +34 (+105.1%) 36 121 +85 (+238.7%)

売
上
高

営
業
利
益
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セグメント別業績（情報通信材料・機器）

増収増益

テレビ向けを中心とした大型ディスプレイ需要が堅調に推移していることに加え、スマートフォン
向け等の中小型ディスプレイ需要も拡大し、フラットパネルディスプレイ用フィルム及びフィルム加
工品が好調に推移。また、半導体関連材料、プラズマディスプレイ用材料等も数量を伸ばした。

２Ｑ累計
（４～９月）

（億円）

売上高
＜棒グラフ＞

営業利益
＜線グラフ＞

単位：億円

２Ｑ(７～９月) ２Ｑ累計(４～９月)

１０年
３月期

１１年
３月期

増減
１０年
３月期

１１年
３月期

増減

東レ 245 297 +53 (+21.5%) 463 569 +106 (+22.8%)

国内 174 222 +49 (+28.1%) 343 405 +62 (+18.2%)

海外 153 206 +54 (+35.1%) 267 387 +121 (+45.2%)

計 571 726 +155 (+27.1%) 1,073 1,362 +289 (+26.9%)

東レ 32 81 +49 (+153.5%) 39 134 +95 (+244.1%)

国内 6 17 +11 (+177.3%) 17 28 +11 (+63.2%)

海外 13 31 +18 (+142.6%) 18 50 +33 (+185.7%)

修正 ▲ 0 0 +1 1 1 +0
計 51 130 +79 (+155.9%) 74 213 +139 (+186.9%)

売
上
高

営
業
利
益

２Ｑ（７～９月） 増収増益

東 レ ：

国内子会社：

海外子会社：

ＦＰＤ用途や電子部品用途等でフィルム及びフィルム加工品が堅調に推移。液晶カラーフィル
ターは、旺盛なスマートフォン需要により、高精細品の販売が好調。

韓国子会社のフィルム及びフィルム加工品が好調に推移。回路材料事業も販売量を拡大。

フィルム加工子会社がＦＰＤ関連フィルム加工品の拡販を進め、ファインケミカル子会社も堅調
に推移。



12

情報通信材料・機器セグメントの売上高の詳細

【サブセグメント別売上高推移】 　　　　　　　単位：億円

１０／３期第２四半期
（７～９月）

１１／３期第２四半期
（７～９月）

比率 比率 増減率

211 37% 304 42% +44%

205 36% 254 35% +24%

72 13% 84 12% +17%

83 15% 84 12% +1%

571 726 +27%

１０／３期第２四半期累計
（４～９月）

１１／３期第２四半期累計
（４～９月）

比率 比率 増減率

398 37% 565 41% +42%
365 34% 488 36% +34%
138 13% 166 12% +20%
172 16% 144 11% -17%
1,073 1,362 +27%

売上高

情報通信材料･機器セグメント合計

ディスプレイ材料

電子部品・半導体・回路材料

記録材料

機器他

売上高

売上高

売上高

ディスプレイ材料

電子部品・半導体・回路材料

記録材料

機器他

情報通信材料･機器セグメント合計
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セグメント別業績（炭素繊維複合材料）

本セグメントでは、日米欧３拠点のグローバルオペレーションの規模が大きく、実態を正しく表すために、内部売上高
の消去を外枠で記載しています。

増収増益

航空宇宙、スポーツ、一般産業の各用途とも需要回復が継続し、炭素繊維及びプリプレグ（炭素
繊維樹脂含浸シート）の販売量、生産量が増加。また、パソコン筐体等の情報機器分野を中心に、
炭素繊維成形品（コンポジット）の販売も拡大。

２Ｑ累計
（４～９月）

（億円）

売上高
＜棒グラフ＞

営業利益
＜線グラフ＞

各地域で、航空宇宙、スポーツ、一般産業の各用途とも需要の回復が継続し、販売数量が拡大。
その結果、減産も緩和。

２Ｑ（７～９月） 増収増益

単位：億円

２Ｑ(７～９月) ２Ｑ累計(４～９月)

１０年
３月期

１１年
３月期

増減
１０年
３月期

１１年
３月期

増減

東レ 87 128 +41 (+46.4%) 161 249 +88 (+55.1%)

国内 57 95 +38 (+67.2%) 102 178 +76 (+74.0%)

海外 68 119 +51 (+74.4%) 128 231 +102 (+79.8%)

修正 ▲ 102 ▲ 179 -78 ▲ 182 ▲ 339 -158
計 110 162 +52 (+46.8%) 210 319 +109 (+51.9%)

東レ ▲ 13 14 +27 ( - ) ▲ 24 16 +40 ( - )

国内 0 1 +1 (+167.5%) 1 2 +1 (+200.0%)

海外 ▲ 5 2 +6 ( - ) ▲ 8 1 +8 ( - )

修正 10 ▲ 3 -13 20 ▲ 7 -27
計 ▲ 7 13 +20 ( - ) ▲ 10 12 +23 ( - )

売
上
高

営
業
損
益
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炭素繊維複合材料セグメントの売上高の詳細

【サブセグメント別売上高推移】

　　　　　　　　　　　　　単位：億円

１０／３期第２四半期
（７～９月）

１１／３期第２四半期
（７～９月）

比率 比率 増減率

40 36% 66 41% +65%
23 21% 35 22% +52%
48 43% 61 38% +29%
110 162 +47%

１０／３期第２四半期累計
（４～９月）

１１／３期第２四半期累計
（４～９月）

比率 比率 増減率

74 35% 125 39% +68%
42 20% 67 21% +61%
93 45% 126 40% +35%
210 319 +52%

売上高 売上高

炭素繊維計

航空宇宙

スポーツ

一般産業

スポーツ

一般産業

炭素繊維計

売上高 売上高

航空宇宙
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セグメント別業績（環境・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

増収減益

水処理事業では逆浸透膜の海外大型プロジェクト向け販売が拡大。国内子会社では、商事子会
社が取扱高を伸ばしたが、建設子会社は低調に推移。

２Ｑ累計
（４～９月）

（億円）

売上高
＜棒グラフ＞

営業利益
＜線グラフ＞

建設子会社及びエンジニアリング子会社が、前年同期に大型物件の完工があったことの反動
により、低調に推移。

逆浸透膜の海外大型プロジェクト向け販売が拡大。

２Ｑ（７～９月） 減収減益

東 レ ：

国内子会社：

海外子会社： 米国子会社が、逆浸透膜の販売量を大幅に伸ばした。

単位：億円

２Ｑ(７～９月) ２Ｑ累計(４～９月)

１０年
３月期

１１年
３月期

増減
１０年
３月期

１１年
３月期

増減

東レ 18 30 +11 (+59.9%) 31 55 +24 (+79.2%)

国内 364 349 -14 (-3.9%) 567 660 +93 (+16.4%)

海外 14 10 -4 (-29.1%) 20 20 -1 (-2.8%)

計 396 389 -7 (-1.8%) 618 735 +117 (+18.9%)

東レ ▲ 9 ▲ 10 -1 ( - ) ▲ 14 ▲ 17 -3 ( - )

国内 17 2 -16 (-90.2%) 11 1 -9 (-86.6%)

海外 ▲ 2 0 +2 ( - ) ▲ 5 ▲ 0 +5 ( - )

修正 5 ▲ 0 -5 5 1 -5
計 12 ▲ 8 -20 ( - ) ▲ 3 ▲ 15 -12 ( - )

売
上
高

営
業
損
益
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セグメント別業績（ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ）

増収増益

天然型インターフェロン ベータ製剤“フエロン”の販売数量の拡大が継続したことに加え、経
口そう痒症改善剤レミッチ®、エンドトキシン除去向け吸着型血液浄化用浄化器“トレミキシ
ン”の出荷も好調に推移。

２Ｑ累計
（４～９月）

（億円）

売上高
＜棒グラフ＞

営業利益
＜線グラフ＞

２Ｑ（７～９月） 増収増益

１Ｑに引き続き、天然型インターフェロン ベータ製剤“フエロン”及びエンドトキシン除去向け吸着型血液浄化用浄
化器“トレミキシン”の販売数量が拡大。経口そう痒症改善剤レミッチ®の出荷も好調に推移。

単位：億円

２Ｑ(７～９月) ２Ｑ累計(４～９月)

１０年
３月期

１１年
３月期

増減
１０年
３月期

１１年
３月期

増減

東レ 25 38 +13 (+50.0%) 43 67 +24 (+54.2%)

国内 90 97 +7 (+8.3%) 171 182 +12 (+7.0%)

海外 4 3 -1 (-35.0%) 10 6 -4 (-38.2%)

計 119 137 +19 (+15.6%) 223 255 +32 (+14.2%)

東レ ▲ 0 16 +16 ( - ) ▲ 1 25 +26 ( - )

国内 2 4 +3 (+164.6%) 0 6 +6 ( - )

海外 0 0 -0 (-57.1%) 1 0 -0 (-38.2%)

修正 4 1 -3 5 2 -4
計 6 22 +16 (+259.6%) 6 33 +28 (+500.7%)

売
上
高

営
業
利
益
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その他費用差

石化原料由来製
品の原燃料価格
アップ

石化原料由来
製品の値上げ

石化原料価格の
影響を受けにくい
製品の価格変動
（ネット）

数量増
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-55
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55

+633 -262

+370
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営業利益増減要因分析（第２四半期累計期間）

１０年３月期
第２四半期

累計

１１年３月期
第２四半期

累計
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主要子会社収益状況（第２四半期累計期間）

億円

＊１：ＩＴＳ、ＥＴＸ、ＩＳＴＥＭ、ＡＣＴＥＭ、ＣＥＮＴＥＸ、Ｐｅｎｆｉｂｒｅ、ＰＡＢ－Ｇ、ＴＴＳ、ＬＴＸ、ＴＴＴＭ、ＴＰＭ 単純合計
＊２：ＴＦＮＬ、ＴＳＤ、ＴＪＱ、ＴＰＮ、ＴＣＨ、ＴＳＬ、ＴＨＫ－Ｇ、ＴＰＣＨ－Ｇ、ＲＫＨ/ＲＫＺ、ＴＦＨ/ＴＦＺ、ＴＢＭＣ単純合計
＊３：ＴＡＫ、Ｐｅｎｆｉｂｒｅ、ＴＰＡ、ＴＰＥu、ＴＦＥ、ＴＦＨ/ＴＦＺ 単純合計

売上高 営業利益

10年3月期
第2四半期累計
実績(4～9月)

11年3月期
第2四半期累計
実績(4～9月)

増減
10年3月期

第2四半期累計
実績(4～9月)

11年3月期
第2四半期累計
実績(4～9月)

増減

東レインターナショナル 1,487 2,001 +514 24 26 +2

東レエンジニアリング 398 346 -52 18 12 -6

東レ建設 198 130 -68 3 ▲6 -9

東レフィルム加工 211 283 +72 8 22 +14

東レ・メディカル 172 184 +12 0 6 +6

ＴＡＫ（韓国） 321 445 +124 28 68 +41

ＴＰＭ（マレーシア） 262 328 +66 9 12 +3

在東南アジア・子会社　＊１ 繊維 357 446 +89 ▲0 15 +15

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 286 380 +94 10 23 +13

その他 33 38 +5 1 2 +1

計 676 864 +188 11 40 +29

在中国・子会社　＊２ 繊維 383 464 +81 3 25 +22

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 159 226 +67 1 6 +5

その他 39 55 +16 ▲0 2 +2

計 580 745 +165 4 33 +29

在外・フィルム子会社　＊３ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 298 382 +84 11 31 +20

情報通信材料・機器 152 240 +88 10 41 +31

計 450 622 +172 21 72 +51
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セグメント別営業利益 １Ｑｖｓ２Ｑ比較

• “フエロン”及びレミッチ®の販売が拡大。
１２→２２

（＋１０ ）
ライフサイエンス

•研究受託サービス子会社が回復基調。
１→３

（＋２ ）
その他

増減益要因

営業利益

１１年３月期１Ｑ→

１１年３月期２Ｑ

（ ）内差異

セグメント

▲３８→▲４０

（－２）
調整額

•航空・産業・スポーツ各用途で販売量が増加。
▲１→１３

（＋１４）

炭素繊維

複合材料

１６２→２６３

（＋１０１）

▲７→▲８

（－１）

８３→１３０

（＋４７）

５５→６６

（＋１１）

５８→７８

（＋２０）

•国内商事子会社は堅調に推移。

•中国の商事子会社の縫製品ビジネスが好調。中国の長繊維織物子会社は
シーズンイン。

繊維

•国内外の樹脂事業は概ね堅調に推移。

•国内外のフィルム事業はそれぞれ好調に推移。

プラスチック

・ケミカル

連結

•水処理事業は円高の影響を受けた。環境・エンジニアリング

•東レ単体はスマートフォン用カラーフィルターが堅調に推移したことに加え、
２Ｑには技術料収入を計上。

•海外子会社は韓国フィルム子会社がＦＰＤ、電子部品の旺盛な需要を背景に
好調に推移。

情報通信材料

・機器

億円
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セグメント別２Ｑ営業利益 １Ｑ時見通しｖｓ実績比較

• “フエロン”、レミッチ®の販売が好調に推移。

•見込んでいた費用発生の遅れ。

１３→２２

（＋８ ）
ライフサイエンス

増減益要因

２Ｑ営業利益

１Ｑ時見通し→実績

（ ）内差異

セグメント

▲５２→▲４０

（＋１２）
調整額

•商事子会社が堅調に推移。
▲１→３

（＋４ ）
その他

•ほぼ見通しどおり。
１１→１３

（＋２）

炭素繊維

複合材料

１９８→２６３

（＋６５）

▲１３→▲８

（＋５）

１１７→１３０

（＋１３）

４５→６６

（＋２１）

７７→７８

（＋１）
•ほぼ見通しどおり。繊維

・東レ単体及び国内子会社で、太陽電池用途、家電部品用途、包装用途
等フィルム及びフィルム加工品の販売が堅調に推移。

プラスチック

・ケミカル

連結

•ＲＯエレメントの輸出が好調に推移。環境・エンジニアリング

•好調なスマートフォン需要に牽引され、電子部品用フィルム、液晶カラー
フィルター等の販売が好調に推移。

情報通信材料

・機器

億円

（注）１Ｑ時見通しとは２０１１年３月期第１四半期

決算発表時（８月６日）の見通しです。
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ⅡⅡ．．２０１２０１１１年３月期年３月期連結連結業績見通し業績見通し
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２０１１年３月期連結業績見通し

億円

備考： 為替レートの前提は、８０円／US＄（１０月以降）
原油価格見通しは、７８US＄／Ｂ（ＤＵＢＡＩ ＦＯＢ）（１０月以降）

10年3月期
実績

11年3月期
従来見通し

11年3月期
今回見通し

11年3月期
従来見通しと

の差異

上期 6,179 7,300 7,334 +1,154 (+18.7%) +34
下期 7,417 8,000 7,966 +549 (+7.4%) -34
通期 13,596 15,300 15,300 +1,704 (+12.5%) －
上期 55 360 425 +370 (+674.1%) +65
下期 346 400 405 +59 (+16.9%) +5
通期 401 760 830 +429 (+106.9%) +70
上期 ▲ 27 330 405 +431 ( - ) +75
下期 117 350 355 +239 (+204.1%) +5
通期 90 680 760 +670 (+743.9%) +80
上期 ▲ 63 200 249 +312 ( - ) +49
下期 ▲ 78 170 171 +249 ( - ) +1
通期 ▲ 142 370 420 +562 ( - ) +50

上期 ▲4.5円 12.9円 16.0円

下期 ▲5.6円 10.4円 10.5円

通期 ▲10.1円 23.3円 26.4円

上期 2.5円 2.5円 2.5円

下期 2.5円 2.5円 2.5円

通期 5.0円 5.0円 5.0円

対前年比増減

１株当たり
当期純損益

１株当たり
配当金

売上高

営業利益

経常利益

当期純損益
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セグメント別業績見通し （売上高／営業利益）

億円

上期 下期 計 上期 下期 計 上期 下期 計

繊維 2,451 2,801 5,252 2,731 2,869 5,600 +280 +68 +348
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 1,537 1,790 3,327 1,865 1,935 3,800 +328 +145 +473
情報通信材料・機器 1,073 1,231 2,304 1,362 1,388 2,750 +289 +157 +446

炭素繊維複合材料 210 297 507 319 361 680 +109 +64 +173
環境・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 618 980 1,598 735 1,065 1,800 +117 +85 +202

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 223 243 467 255 265 520 +32 +22 +53
その他 67 74 141 68 82 150 +1 +8 +9

連結 6,179 7,417 13,596 7,334 7,966 15,300 +1,154 +549 +1,704

繊維 28 136 163 136 140 275 +108 +4 +112
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 36 80 116 121 89 210 +85 +9 +94
情報通信材料・機器 74 176 250 213 167 380 +139 -9 +130

炭素繊維複合材料 ▲ 10 ▲ 43 ▲ 53 12 ▲ 2 10 +23 +40 +63
環境・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ ▲ 3 42 39 ▲ 15 55 40 -12 +14 +2

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 6 22 27 33 27 60 +28 +5 +33

その他 1 7 9 4 11 15 +3 +4 +6
調整額 ▲ 76 ▲ 74 ▲ 149 ▲ 78 ▲ 82 ▲ 160 -3 -8 -11

連結 55 346 401 425 405 830 +370 +59 +429

対前年同期比
増減

売
上
高

営
業
利
益

１０年３月期実績
１１年３月期
今回見通し
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本資料中の２０１１年３月期の業績見通し
及び事業計画についての記述は、現時
点における将来の経済環境予想等の仮
定に基づいています。

本資料において当社の将来の業績を保
証するものではありません。


